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めざす姿について

広報にょっ
て実現した
いこと

市民のよりよい

暮らしに貢献する

.
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1 【広報にょって実現したいこと】 1
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長崎市の広報の現状と課題について

'

長崎の
まちの魅力を
市内外に
知ってもらう

斗
"ー,
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信頼関係

の機築

現状
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シビツクフ'ライド

の醸成
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正確でわかりやすい広報で市民との
信頼関係が構築されている。

長崎市が取り組んでいる様々な政策や計画の情報及びその目的、行政サーピスなどの市民に身近な情報、まちの魅力などが、子どもから大人まで幅広い世代に対レて正確に伝わっていない。

各所属が各々の事業に関する広報を行っているが、他所属の事業を含めて目的を共有する事業を横斯的に発信するなどの、組織的・戦略的な広報が不足している。

課題

広報広聴課など担当部暑だけでなく、すべての部暑の職員がわかりやすく広報を行う必要があるが、広報に対する職員の意識や広報の能力が不足している.

長岫市の魅力を発掘・編集・発信し
市民の畏崎への愛着が深まっている。

.
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政策や計画、行政サービスなどの市民に身近な情報、まちの魅力など、伝えるべき情報を正確にわかりやすく発信する。

課題解決
に向けた
取組み
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担当部暑だけでなく、すべての職員の広報に対する意識や広報の能力を高めることで市
役所の広報力を上げる。
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の増加
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広報の r基本姿勢」の設定

すべての職員の指針となる長崎市の広報戦略を策定し、戦略に基づき広報を行う。
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まちが元気になっていく
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定住につながっていく
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畏崎市の課題やまちづくりの方針を踏まえ、広報として重点的に伝えるテーマを設定し、
組織的・戦略的な広報を行う。
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「重点的広報テーマ」の設定
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' 長崎市の広報戦

基本姿勢

(案)「基本姿勢」について

全貝広報。
広報とは、なんでしょう。

広報紙をつくることやSNSを運用するこ

とでしょうか。それも広報の仕事の一部

ですが、それだけが広報の仕事ではあり

ません。

広報を,味する Pub11C RelatlonSを

訳するなら関係を築くこと。「信頼関係

を築くこと」と解釈することもできます。

そう考えれば、窓口でのやりとりも、

現場に足を運ぶことも、政策の必要性や

目的を正確に伝えることも、情報をいち

早く伝えることも、良いニュースを日本

全国に発信することも、市役所でうまれ

るコミュニケーションすべてを広報と捉

えることができます。

長崎市の広報戦略(案)の基本的な考え方

基本姿を推進るための行動指針

まずは聴く。
コミュニケーションには相手がいます。まず
は相手の話を聴きましょう。相手の困っている
ことや知りたいことの本を探り、解決策を考
えることが大切です。話を聴くときには「でき
ません」とすぐに結論づけるのではなく、どぅ
すればいっしょに解決できるかを考える、創造
的な対話を心がけてみましょう。
また世の中の声にも耳を傾け、自分が取り組
む事業の現状や課題、社会の状況についても正
確に把握しましょう。

相手の立場にたって話を聴く。

相手のことを考えて、わかりやすく伝

える。

ひとりひとりが広報パーソンとして、

より良いコミュニケーションをとるため

に工夫してみましょう。これまでの常識

にとらわれず、前例のないことにも挑戦

しましょう。

ふたつの目線で

集する。

広報を通した信頼関係の構築や長崎へ

の愛の醸成は、まちづくりに積極的に

参加する当事者人口や、長崎を応援する

関係人口の増加につながります。

相手のことがわかったら、それを達成・解決
するために何を言うかを考えましょう。情報の
受け手が何を求めているのか。情報の送り
(つまり私たち)は何を伝えるべきなのか。
ミュニケーションで信頼関係を築くためには、
受け手と送り手、ふたつの目線を常に識しな
くてはなりません。
さらに、世の中と私たち、ふたつの目線も意

世の中の話題になっている識しましょう。 ^、
ことと私たちが伝えるべきこと。これらふたつ
の目線を持ち、互いを行き来しながらどぅ組み
立てるか、情報を編集しましょう。

全員広報はまちが元気になる原動力に

なるのです。

1 相手のことをえよう。

コミュニケーションには相手がいます。相手のことを第一に考えましょう。いま相手はどんなことを考えているのか、何
を求めているのか、何が課題なのかを把握しましょう。相手の気持ちを想像することも大切ですが、当事者に話を聴き、
現場に足を運ぶことでしか得られない、ナマの報を大切にしましょう。

②創造的な対話を心がけよう。
相手が求めているものや、抱えている課題が明確になったら、それをどぅすれば解決できるか考えましょう。簡単に「で
きません」というのではなく、どうすれば目的を達成できるか一緒に考える、創造的な対話を心がけましょう。

行動指針のチエック項目

⑩正しいタイミングで届けよう。
飛行機が揺れたときの「いまの揺れは飛行に影はありません」というアナウンスがなかったら・・・乗客は不安で仕方があ
りません.情報は適切なタイミングで届けることで、安心や信頼につながります。経過やブロセスを事前に伝える。災害
に関することなど危機管理の情報はスピードを持って正確に伝える。イベント情報は効果的なタイミングで伝える。目的
にあった情報発信のタイミングをはかりましょう。

3 世の中にも耳をけよ、

いま何が起きているのか。人々は何を求めているのか。トレンドは何なのか.長崎のことはもちろんのこと、もっと広い
世界にもアンテナを張り、社会の雰囲気を常に感じておきましょう。長崎市が目指すのは「小さな世界都市」.世界の中
の長崎を識するために、長崎と世界、ふたつの声に耳を傾けましょう。

最適な手段で

届ける。

4 目的を明にしよう。

誰のために?何のために?なぜ?コミュニケーションの目的を常に明確にしておきましょう。手段は無数にあれど、目的
はひとつ。目的が絞られていれば、手段も自ずと見えてきます。

何を言うかが決まったら、それをどう届ける
かを考えましょう。言いたいことが同じでも、
言葉づかいや見た目など表現の違いで伝わりか
たはずいぶん変わります。 CM、ポスター、 SNS、
ロコミ・・情報伝達の手段に何を選ぶかも工夫の
しどころ。組織の枠を超えて連携し、適な手
段を探しましょう。その中で、使えるものはな
んでも使いましょう。
情報を届けるタイミングも大切。おなかいっ
ぱいのときには、どんなにおいしい料理もおい
しく感じないし、逆におなかがすいているとき
には、いつも以上においしく感じます。

畢、

⑤先順位をつけよう。
すべてを広報するのはむずかしい。定めた目的に照らし合わせて、伝えるべき情報に優先順位をつけましょう
で目的を達成できるか?常に自分に問いましょう。迷ったらいつでも目的に立ち返りましょう.

⑥脱・ステレオタイプを意識しょう。
目的を達成するためなら、これまでの行政らしさにこだわる必要はありません。前例のないことにもチャレンジしてみま
しょう.前にも見たことがあるようなものは見過ごされがち。新鮮な切り口が、人の心を動かします。

⑦組み合わせて、新しい価値をつくろう。
目的運成のために必要なアイデアを考えるときに、「組み合わせ法」は役に立ちます.たとえば長崎とグラバーさんの歴
史がラグビーW杯でのスコットランド代表チームのキャンプ誘致につながりました。長崎の歴史と現代の要素を組み合わ
せるだけでも、新たな価値が生まれるのです.「文化とテクノロジー」「魚と教育」「坂とスボーツ」・ーちゃんぽん精神
で、いろんなものをミックスしてみましょう。

8 言い方や見せ方にこだわろう。

伝えたいことを相手に伝えるために、どんな言葉を使えばいいか、どんな見せ方が適切かを考えましょう。「その表現で、
相手は本当に動くか?」を常に問いましょう。お金がなくても、制約があっても、表現のアイデアで道が開けることがあ
ります。組み合わせる。相手の気持ちから発想する。常識をひっくり返すいろいろな角度から相手を動かすためのアイ
デアを考えましょう。

その情報

9 使えるものは、なんでも使おう。
テレビや新聞からチラシやSNSまで、情報伝達のためのメディアは様々。目的達成のために適切な手段を選びましょう。数
ある媒体の中でもロコミは強力なメディア人のネットワークは何よりも宝です。情報発信の起点となる人を増やすため
に、長崎市だけでなく、外の人も巻き込みたい。既存の枠を超えた連携をはかりましょう。



長市の広報戦略(案)「点的広報テーマ」について

長崎市の課題やまちづくりの方針から、広報として重

点的に伝えるテーマをふたつに絞り込みました。

すでにある長崎のくらしやすさについて伝える

「くらしプロモーション」と、

新しく生まれている長崎の魅力を伝える

「シティプロモーション」の二本柱です。

それぞれ

(案)「知っているとトクをする。畏崎」

(案)「文化で遊ほう。長斬世紀」

というスローガンをつくりました。

長崎市の広報戦略(案)の基的なえ方

私たちが取り組んでいる仕事を、それらの方針で編集

し、発信すべく工夫してみてください。効果的なコ

ミュニケーションの力で長を愛する人をやしま

しょう。

,

. 長市の広報戦

(案)

知っているとトクをする。

点的広報テーマ(案)

⑬長崎

らしプロモーション

(案)に基づくステツプについて

0広報戦略アドバイザーの配
0長市の広報略の策定
0職員の識啓発・人材成

令和元年度(2019年度)

開始

長のまちでくらすときに役立つこと。くらしがゆたかになる

工夫。そんな便利で楽しいくらしのお得情報を伝えましょう。

「そんな制度があったのか」「そんな楽しみかたがあったの

か」「外と長崎はすすんでる」「これは利用してみたい」。

そう思ってもらいたい。長のくらしの楽しさを感じてもらえ

るように、全員広報で発信していきましょう。

(案)

文化で遊ほう。

長崎新世紀

シティプロ

・支援

令和2年度(2020年度)

広報戦略 1年目

0広報略アトバイザーによる支

0広報略の
0広報戦略に基づく広報活動(各所)
0広戦略にづく次年度広予算の計上(各所屈)
0職の意識啓発・人材育成
0くらしプロモーション、シティプロモーションの推進

100年に一度といわれる進化の時期を迎えている長崎ですが、

そこで生まれる新しい魅力を十分に伝えることができていませ

ん。一方で、このまちが育んできた歴史・文化は長が誇る魅

力ですが、その魅力が更新されていないのも課題です。必要と

されているのは、それら新旧の魅力や資源を、現代の人がおも

しろがるかたちでミックスする遊び心。変化と文化を組み合わ

せた、長だからこそできる魅力を提案しましょう。

'ヨンノヨ、ノ

【開例】

・子てサポート

・畏の元な企

・地域を支えるしくみ

●■■●■■、

電●●●■●●■●●●●■■●,●●●●●●●■■●■●●■●■●弔●●●●●●●冒●●冒■●●■■●●■●

令和3年

広報戦略

広報戰略アドバイザーによる支援
0広報略に基づく広報活(各所屈)
0広報略に基づく次年度広報予の計上(各所属
0広報活動の成果検証
職員の織啓発・人材成
0くりしプロモーション、シティプロモーションの推進

■.■●■■■■昏●■■■■■●■■■■■■昆■■■■■■●■■■■●●■●■■.^

【展開例】

021年度)

2年目

・畏駅

・港450年の畏

・恐竜博物館

.

港

令和4年度(2022年度)

広報戦略 3年目

0広報戰略にづく広粗活動(各所)

0広報戰略にづく次年度広報予算の上(各所)
0広報活動の成証

0広報略の成検証・次期戦暗の検討
0 員の意啓発・人材成
0くらしブロモーション、シティプロモーションの推進
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